
東北農業研究 (Tohoku AgriO Res)29,237-238(1981)

夏 どリレタスにおける白黒ダブルマルチの増収効果

中村 正輝 。中村  毅*

(岩手県園芸試験場高冷地開発センター・
*岩
手県立農業短期大学校 )

Effect of Mulohing of Black and White Laminated Film on the Yi。 ld OF Sumaler Lettuce

M8Saki NAttMURA and Takeshi NAttMUR4*

-237-

(1:露」ellt二篇l露∬‖:LぷTt。 1凛
tif覧

蹴:ll:｀ )

1  1ま  し 力ヽ  き

岩手県における準高冷地の夏どり(7～ 8月 )レ タスは

結球開始から収穫期の旬別平均気温が 23℃ をこえ, しか

も降雨量が多いことから球の寓敗性病害が多く,また高温

による障害球が多発することから最も栽培の困難な作型で

ある。

この作型の生産安定をはかるため,裸地と黒ポリマルチ

(92303),自 黒ダブルマルチ (9230 WB表 面を自とした
マルチ)を比較検討したのでその結果を報告する。

2 試 験 方 法

1)供試条件

① 試験区の構成と年次別播種期 :

ルマルチがやや勝る傾向を示した。また収穫期における生

育はマルチフィルムの種類による差がみられな力,った。

2)地 温
マルチフィルムの種類別地温(地下 10m)の変化を半句

別に測定した結果を図1に示した。自黒ダブルマルチは黒

図 : マルチ資材別地温 (地下 10
Ca)経過 (llE 55年 )

)は定II日

② 供試品種 :マ イレタス
1区 16″ (106株 )2区制
2)耕種概要

③  l区面積及び区制 :

① 栽植距離 :畦幅 50け,株間 30師,l18当 たり6,666
株,但 しポリマルチ区は,畦幅 100m,株間 30い ,2条
植。 ② 施肥量 (切/3):基肥～堆肥-200,炭 カル
ー12,N-12,P205-262,K20-12。 追月巴～N
-064, P205-016, K20~064,(追 肥は無マル
チ区のみ )

3 試験結果及び考察

1)生 育
マルチ種類別の生育状況は表 2に示すとおりで,葉長で

は黒マルチがやや長く,薬数については早い播種期ではほ

ぼ同程度であったが,その後の播種期については自黒ダブ

表 2 生育調査 (1召禾口55年 )

表 1 マルチの種類と播種期

試  験  区
l● 種

"|昭 ,3年 lll,年 昭 ,5年
道

繊

5月 26口  6月 10目 5月 2,日   6月 ,日 , 6月 26ロ

育

蘭

無  マ  ′レ チ
黒  マ ル チ
百黒ダブ′レマルチ

5月 26日 (レつ  `月 10日 (7/111 5月 25口〈υ%〉  `月 ,日 ('76). 6月 2,日 (υ
") 5月 20日 (6々1) 6月 10日 (ИO) 7月 10日 (m2)
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マルチに比較すると6時地温で約 3℃ ,14時地温で2C低

く,また裸地との比較では6時地温で 10℃ ,14時地温で

02C低 く経過し, 自黒ダブルマルチの地温の上昇抑制効

果が認められた。

3)収 量

昭和53年の収量調査の結果を表 3に示した。5月 26日播

種で108当 たり収量は育苗自黒ダブルマルチ>直播自黒ダ

ブルマルチ>育苗黒マルチで,直播無マルチ区に比較して

各区は40～ 57%の増収となった。 自黒ダブルマルチ区
は球重も他区に比べて重く障害球も少ないためで,無マル

チ区は特に高温乾燥に伴って抽台率が高く低収となった。

表 3 収量調査 (昭 53)

工瞼 区

不結球率が高く小球傾向であった。

6月 ,日 播きは直播無マルチ区が収量が高く,直播自黒

ダブルマルチ区が腐敗率が高く低収となったが,育苗自黒

ダブルマルチ区は直播無マルチ区と差はなく品質的にも勝

った。

6月 25日播きは球重で直播自黒ダブルマルチ区が最も重

く,収量は直播自黒ダブルマルチ区>育苗黒マルチ区>育

苗自黒マルチ区>育苗無マルチ区≒直播無マルチ区で,品

質的には育苗自黒ダブルマルチが優れた。

昭和55年の結果は表5に示した。各播種期を通して自黒

ダブルマルチ区の収量が高い傾向で,障害球割合も少なく

白黒ダブルマルチの効果が認められた。

表 5 収量調査 (昭 55)

4 ま  と  め

直播と育苗の比較では,マルチの有無にかかわらず育苗

栽培は直播に比べて唇敗株・欠株等も少なく玉揃いも良好

で品質も優れ,収量も多い傾向を示した。

レタスの生育に適する地温は20℃ 付近と言われている

が,育苗黒ポリマルチ栽培の定植は岩手県の場合,4月 中旬

から6月 中旬までは収量,品質とも安定しているが,それ

以降の定植は地温上昇から不結球や高温障害球が多くなり

低収となる。

自黒ダブルマルチは,黒ポリマルチより地温が 2～ 4℃

低く経過するので直播白黒ダブルマルチの播種期は5月 中

旬以降 6月 中旬までと思われる。

また,育苗自黒ダブルマルチ利用は育苗黒マルチの使用

限界以降の 6月 中旬～ 7月 中旬定植までであり,品質,収

量的にも安定 している。

また6月 10日播きにおいても,5月 26日 とはぼ同じ傾向

を示し,育苗無マルチ区は100%抽台して収穫皆無となり,

育苗黒マルチ区も,直播無マルチ区に比べ減収となった。

昭和54年の収量調査の結果は表 4に示した。

5月 25日 播種では,球重,収量とも直播自黒ダブルマル

チ区が最も良く,次いで育苗黒マルチ区であったが全般に
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表 4 収量調査 (昭 54)
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